
韓国併合 100年と日本の課題

フォーラム平和主催 静岡商工会議所会館

10 年 3 月 2 日(月) 9：30～11：30

講師 徐 勝(立命館大学コリア研究センター長)

１．日本の韓国併合の歴史的座標

１）西欧の東アジア侵奪→文明と野蛮の世界観

①アヘン戦争（1840 年）

②北清事変（1900）

２）明治国家の文明開化と版図拡大

①1867 年（明治維新）、

②1876 年（北海道開拓庁設置）、

③1874 年（江華島事件）→75 年（江華島条約：日朝修好条規）

④1879 年（琉球処分）

⑤1984－5 年（日清戦争）→閔妃殺害→下関条約・台湾併合

⑥2005 年（日露戦争）→1904 年 2 月（日韓議定書）、8 月（第一次日韓協約）：顧問政治

による保護国化→1905 年 11 月、（第二次日韓協約＝乙巳保護条約）：韓国統監府を設置

して外交・軍事権剥奪→1907 年第 2 回万国平和会議に密使を派遣（ハーグ密使事件）→

7 月 20 日に高宗を退位→7 月 24 日（第三次日韓協約）内政権・軍事権掌握

⑦1910 年（朝鮮併合）

⑧1931 年（満州事変）

３）明治国家と朝鮮半島→侵略の橋頭堡、日本の生命線

４）朝鮮の植民地からの解放と分断→冷戦の始まりと脱植民地化の挫折

①冷戦の始まりとアメリカの対日政策の変更→サ条約による日本の過去清算の免除。日

米安全保障条約による日本の従属国家化

②対米従属、軽武装・経済成長主義、反共・反アジア政策

③ポスト冷戦と日本の役割の変化→アメリカの補助軍としての日本の軍事的役割の強化

→日本独自核武装論

④アメリカの軍事戦略の変化と鳩山民主党政権の登場



２．韓国併合 100 年を迎える日本の課題→「東アジア歴史・人権・平和宣言」

１）韓国の課題→脱植民地化、民主主義、民族和解の達成

①親日人名事典（2009 年）→盧武鉉政権の過去清算の基礎

②『親北・反国家人名事典』→△北朝鮮を称賛する者△駐韓米軍撤収△国家保安法撤廃

△自由市場経済否定△階級闘争による民衆権力・労働者権力樹立などを主張する者

③光復節か、建国節か？（2008 年）→民族的正統性を争う闘争→民族和解（統一）かレ

ジーム・チェンジか?

④歴史修正主義→植民地近代化論（親日派）・開発独裁の擁護

２）世界・東アジアの課題

① 2001 年ダーバン会議→100 年後のビジョン：奴隷制・植民地支配 500 年の歴史的

清算

② 東アジア共同体論の中心課題→ⅰ．新自由主義からの脱却、ⅱ．東北アジア非核

地帯→東北アジア不戦・平和共同体、ⅲ．脱植民地→日米中心の地域秩序から民衆中心

の地域秩序へ

③ 冷戦からの脱却→東アジアのコアーとしての朝鮮半島平和体制確立

３）日本の課題

①過去清算→戦後補償（軍隊慰安婦、強制連行、靖国問題）

②日本の脱植民地化→治安維持法、レッドパージなどの国家暴力の清算

③冷戦・植民地支配の清算としてのピョンヤン宣言の履行

④対外政策として憲法 9 条の実践

⑤日本の歴史認識→韓国併合条約の違法性の認定、侵略と植民地支配の加害の認定。

⑥日本の韓国併合 100 年→天皇訪韓（明成皇后墓参拝）は必要なのか?














